
調査の経過

1.調査 の契機 と遺構 の措 置

調査の契機  1971年 3月 から1973年 5月 にかけて第 1表のとおり7件の開発に伴なう埋

蔵文化財発堀届が提出された。届はショッピングセンター 1件 と銀行店舗 4件・学校校舎 1

件であり,総面積は22,900ド になる。これらの地域は,平城右京一条二坊の地に該当し,奈

良時代の官寺の一つである西隆寺跡推定地であるので文化庁の指示により事前に発掘調査を

することとなった。調査は県教育委員会と奈良国立文化財研究所とが共同で当ったが,現地

は主として奈良国立文化財研究所が担当した。

遺構の措置  各発掘地区において第 1表 に示すとおり東門跡・塔跡・金堂跡 。寺域南辺

の築地跡などが検出された。これら各遺構の取扱いについては,県教育委員会が「西隆寺跡

調査委員会」(委員名後掲)を 組織 し,そ の議を経て文化庁と協議の上,決定 した。

東門跡については,「現状保存」を唯―の方法として関係企業と折衝 したが,永い経緯のの

ちついに東門の礎石群を一時撤去 し,工事完了ののちに原位置に復原して店舗内に保存する

こととなつた。

塔跡は,基壇掘込み地業の痕跡をのこすだけであったが,銀行店舗の設計を一部変更 して

建築用地から除外 し,埋戻 しの上,そ の上部に方形の花壇 として位置を示すこととなった。

南面築地跡については,銀行店舗 2件 に関連 して検出したが,いずれも遺構を埋戻したの

西隆寺跡発掘調査一覧表
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2.調査関係者

ち,そ の上部 に舗装 タイルの色 や日地 の色 を違 えて築地 を表示す ることとなった。

寺域西北部の掘立柱建物 については,寺 に直接関連する明確 な遺構が検出されなかったこ

とと,校舎改築 という工事の性格 もあって遺構の保存 について特別の措置はとれなかった。

なお, これらの事前調査 とは別に遺跡の重要性 にかんがみ国費と県費による確認調査 を金

堂跡地区で実施 し,金堂基壇の規模 を明確 にすることがで きた。

2.調 査 関係 者

西隆寺跡調査委員会      0隕 不同,敬称略 )

委員 池田武夫 (奈良県教育委員会教育長),吉村正一郎 (古都風致審議会委員 )

松下隆章 (奈良国立文化財研究所長),坪井清足 (奈良国立文化財研究所調査部長 )

末永雅雄 (橿原考古学研究所長),寺尾 勇 (内 閣総理府歴史的風土審議会専門委員 )

浅野 清 (奈良県文化財専門審議会専門委員),豊崎 稔 (奈良県都市計画審議会委員

長),原田兵次郎 (株式会社大和 タイムス社副社長主幹 )

幹事 池田邦三 (奈良県教育委員会教育次長),小島俊次 (奈良県教育委員会文化財保存課主

幹),石藤守雄 (奈良国立文化財研究所庶務課長 )

第一次発掘調査員

石野博信 (奈良県教育委員会),泉森 較 (同 ),狩野 久 (奈良国立文化財研究所),牛 川喜幸

(同 ),森 郁夫 (同 ),藤原武二 (同 ),村上認― (同 ),小笠原好彦 (同 ),黒崎 直 (同 ),西弘

海 (同 ),西 口和彦 (関西学院大学院生),山 階正章 (日 本工業大学学生)東雲 均 (関学大学生 )

第二次発掘調査員

牛川喜幸 (奈良国立文化財研究所 ),町田 章 (同 ),宮本長二郎 (同 ),鬼頭清明 (同 ),甲斐忠

彦 (同 ),田辺征夫 (同 ),山 中敏史 (同 ),西 日和彦 (関 西学院大学院生),山 階正章 (日 本工業

大学学生 )

第二次発掘調査員

八賀 晋 (奈良国立文化財研究所),細 見啓三 (同 ),伊東太作 (同 ),横田拓実 (同 ),高島忠平

(同 ),菅原正明 (同 ),岡本東三 (同 )

第四次発掘調査員

狩野 久 (奈良国立文化財研究所 ),松下正司 (同 ),藤原武二 (同 ),村上認― (同 ),小笠原好

彦 (同 ),黒崎 直 (同 ),東野治之 (同 )

第五・六次発掘調査員

町田 章 (奈良国立文化財研究所 ),伊東太作 (同 ),高島忠平 (同 ),加藤 優 (同 ),岩本圭輔

(同 ),山 本忠 尚 (同 ),中村雅治 (同 )
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Ⅱ.調査の経過

調査 日誌

第 1次調 査 1971年 3}110日 ～ 5月 25日

3・ 10～ 13 発掘区の設定。機械力により盛土と

耕土を除去する。中央発掘区から開始。

3・ 15～ 16 中央発掘区違構検出開始。西半部の

検出面は黄褐色粘質土と灰色砂が互層に入り交つ

たもので,束へ向い傾斜 している。東半部では灰

色砂が主体となる。瓦積テ」 (の ちのSA003)を 認

める。南発掘 1走 盛■・表土除去。

3・ 17～ 18 北 /xt掘区遺構検出。中央発掘区と陪I

様に黄褐色粘質土上面に遺構を認めるが西端部の

みで,以束は鶴色砂 ft上で切られ遺構はみとめら

れない。

3・ 19～ 20 1ヒ ・中央発掘区選構検出続行。南発

掘区逢構検出開始。検h画は灰褐色砂質上の地山

であるが,発掘区東半部は砂層により焼乱されて

いる。柱穴と土壊状の落込み (の ちのSE010)を

認める。

3.22～ 23 中央発掘区で瓦積列と直交する南北

海 (S D005)と 凝灰岩製の‖洋渠を検出。i/4肩 には

矢板が認められる。前発掘区では束西棟建物まと

まる。他に小湛・小穴などがある。

3・ 24 中央発掘区束端付近で凝灰岩製の板石を

認める。「調査委員会」発足。

3・ 25 中央発掘区の凝灰岩板石の性格を追求。

約10尺 間隔で計 3個 を検出。東門 (S B001)の礎

石と断定。

3・ 26 SB001の規模を追求するため発掘区を拡

張.午後雨天のため作業中止。

3・ 27 排水作業。

3・ 29～ 4・ 1 中央発掘区の拡張。新しく発掘

区中央部を前へ拡張する。盛土・表土除去。

4・ 2～ 3 中央発掘区商拡張区の遺構検出。束

半部は砂層で焼乱 され遺構はない。 2間 ×4間 と

推定できる前北棟建物 (SB008)を 検出。他には

顕著な遺構はない。中央南発掘区盛土・表土を除

去する。

4・ 5 SB001北 半分の遺構検出。SA0031こ 対応

する瓦積列 (の ちのSA004)を 検出する。SB001

の基壇lJLl縁 を示す石列と浅い湊を検出。

4・ 6～ 7 中央発掘区南拡張区西端部の遺構検

出。束西海 (SD007)か ら緑釉片出土。SA004の

検出。

4・ 8～ 9 SA004と SD005の 交点を調査するた

め発掘区を拡張。盛土・表土除去。

4・ 10 南・】ヒ発掘区の清掃を開始。寺域束面築

地の検討。SB001の南方で幅 1.8mの灰色砂を含

む粘土層の高まり (の ちのSA002)が注意される。

ただしS B001と の取付きは不明。

4・ 12～ 13 違構清掃 。写真撮影。中央南発掘区

遺構検出開始。検出面は黄褐色粘賢土であるが
,

ここでも束半分は砂層により攪乱されている。遺

構には小穴が多く建物にまとまらない。このうち

2つ の上壌状の落込み (SK015・ 016)か ら古墳時

代の上師器が出土 した。写真終了部分から実測の

準備にかかる。

4・ 14 遺構実測開始。北発掘区束半部をたち割

り上層を実測するが,こ れに伴いSX035を 認めS

X035か ら木筒が出土,多数の桧皮。本片を伴なう。

4・ 15～ 16 遺構・土層図実測続行。北発掘区S

X035を 調査。SB001礎石裾付け痕跡の検討。棟通

り中央間の礎石及び地覆石には 2回 の裾付け痕跡

がみられた。南北濤拡張区の遺構検出。SD005と

SA004の 交点に凝灰岩製の暗果検出。

4'17 雨天のため作業中止。

4・ 19 北発掘区SX035の補足調査,木衡数十点

出土。東大門周辺を除き実測。補足調査終了。

4'20～ 22 SD005及 びSA004暗渠の調査,SX0
33か ら木衡出土。

4・ 23 SB001付近の遺構清掃・写真撮影。

4・ 24 実測SB001基壇のたち割 り,基壇下に奈

良時代前半の遺物が入いるSX036を 認める。

4・ 26 東大門と南北濤間に瓦敷舗道 (SF006A)

を検出。東大門及びその周辺の遺構に2時期ある

ことが明確となる。

4・ 27 SA004暗渠下部及びその西方のSX033か

ら木街多数出土。補足調査・写真撮影 。実測。

4・ 28 SX033を 追求。実測,写真撮影,発掘調

査終了。

5。 22 工事進渉に伴い東門礎石の取上げ準備。

礎石・地覆石に墨 と番付をうつ。

5・ 23 礎石取上げ, その後,礎石下の根石の調

査。基壇のたち割 り調査。

5'24～ 25 根石及び基壇上の実測。写真撮影。

調査終了。

-6-



第 2次調査  1971年 7月 5日 ～7月 29日

7・ 5～ 7 ェ事のための盛土を機械力で除去。

7・ 8～ 10 暗裾色遺物合包層を掘り下げ,黄掲

色粘質上上面で遺構を認める。この下には灰褐色

粘質上があり,次 いで地山」:(暗灰色砂質J:)と

なる。遺物は南へ行くにしたがつて少ない。

7・ 12 北端から遺構検出開始。SD045,SB040,

041を 認める。遺構は黄褐色粘 rtJ二 から明込んでお

り,柱穴には黒褐色上が入る。

7・ 13～ 14 SB040南側柱列を検出。大きな Iヽ:壊

状の ドがりを2ケ所で認める。 (の ちに,SB050
とSE060と 判明),黄掲色粘質 にが薄くなり灰色

砂デtJ:が追構面となる。

7・ 15 前半部を遺構検出,東西方向に黄掲色粘

!i■ が分布し,築地の痕跡 とも考えた。古墳時代

の上AI器 を出 Jを する小上壊を認める。前に検出し

た上羨状の落込みは塔の掘込み地業 (SB050)の

可能イ生あり。

7・ 16 sBo50検出部分,写真と■層図をとり,

発掘区を西へ拡張する。

7・ 17 拡張部分の遺構検出。掘込みは,一辺約

6mの ほぼ方形であり,塔跡と断定。

7・ 19 掘込みの東半分を若千掘下げ。グリ石多

数検出。 SB040の 西側柱列を検出する。

7・ 20 掘込みを全面掘 ドげる。グリ石の散乱は

全面に認められたが,礎石根石はない。西南部に

は凝灰岩の断片も混入。

7・ 21 発掘区を清掃し,写真撮影をおこなう。

7・ 22～24 遺構平面図実瀕1。

7・ 26 ■層図実測,補足調査,推定築地謝∫分を

たち割る。け〕確な築地遺構を認めず, ド層にも追

構は検出できなかつた。

7,27 掘込み東側の に羨州犬遺構を掘 ドげる。 2

ケprと もチ子ォfで あることが半」明, SE060は 粋|・llが

残存し,遺物 も多い。

7・ 28 sE060掘 ドげ,拡張区の補足調査,包合

層から導仏片が出■。

7・ 29 井戸粋取上げ,本 国で調査終了。

第 3次調査  1971年 12月 6[1～ 1972年 2用 5日

12・ 6～ 8 発掘調査準備,現場小屋建設。

12・ 9～ 11 表土を除去する。

12・ 13～ 15 表Ji除去続行。電気のベル トコンベ

アーに換える。床」:の下すぐに遺構面 (褐色 |:)

となることを確認する。

3. 副「
tlと笙日岳志

12・ 16 地区杭設置,床上を除去しながら遺構検

出開始。北側で南】ヒ濤 2条 と東西濤 1条 を認める。

東西濤には凝原岩片が多く人いる。

12・ 17 南】ヒ濤 2条 (SD095,■ 0)を追求する。

SD095か らは土器が多く出土する。発掘区束瑞の

一部に凝 1/t岩片と瓦片が散布している。

12・ 18 SD095,110追 求,他 に柱穴 。よ壊などを

検出する。褐色土の遺構面は商へ下がり気味であ

る。発掘区東南隅でL字形にならぶ凝灰岩を検出。

金堂基壇 (SB100)の 百r能 性が大きい。

12・ 20 多数の小穴を検出するが現状では建物に

まとまらない。井戸 2基 (SE080・ 090)を 認める。

12・ 21 sE080を埋めた原色粘土から木筒 1点出

土する。井戸粋の存狛:を 確認。

12・ 22～ 23 SD090,110を 追求し発掘区南端に至

る。土壊状の落込みから奈良時代前半の上器出」i

する。

12・ 24～ 25 遺構検出続行。東西濤と南北溝の重

複関係を検討し,東西濤が新しいことを確認。商

北濤には奈良時代前半のJ:器 が人いる。西似1で井

戸 (SE130)を 検出。井戸粋残存。井戸を埋めた

暗掲土から土器が出J二 し,奈良時代前半で廃絶 し

ていることが判明。越年の準備。

1・ 7 発掘調査再開,東側に拡張区を設定。

1・ 8 発掘区北端の遺構を整理する。SD090・

110の 2条 は対になるもので小路側濤の可能性を推

定。溝肩の状況から 2時間の可能性がある。東西

濤は金堂 (SB100)の 基壇に関連する遺構で,S
D090■ 10間 は

'ヒ

ヘ突出し階段の痕跡 と推定。

1・ 10 東拡張区遺構検出。井戸 (SE075)と と|:

羨 (SKC170)及 び小穴を認めるが,SB100と 関連

する遺構なし。

i。 11 雨天のため作業中止。

1・ 12 新しく前に拡張区を設定 し,SB100の 束

端を追う,商北 1こ 通る凝灰岩片を含む濤】犬の遺構

を認める。この濤は西へ折れまがり,こ の部分を

SB100の 基壇 束南F島 と断定する。

1・ 13 南拡張区の遺構検出。凝灰岩列の内側に

約50cm幅 の濤があり,あ るいは地覆石の抜lfXり 痕

跡か。外側では瓦と礫の敷面があり雨落溝は検出

できなかつた,中門発掘区を設定する。

1 ・14～ 15 S0090・ 110の 車含享ドを本灸出して掘 ドげ

る。海 1罰 2丈程になる。発掘区全域で認めた多数

の小穴を整理する。 2～ 3棟の建物をまとめたが
,

大半の小穴は建物にまとまらない。講堂発掘l江設定。



Ⅱ.調査の経過

1・ 17 中門及び講堂発掘区を遺構検出。ともに

明確な遵構が認められない。遺構を清掃する。

1・ 18～ 19 写真撮影。

1・ 20～22 遺構平面図実測。

1・ 24 雨天のため作業中止。

1・ 25～27 遺構平面図・土層図実測。

1・ 28～29 補足調査,SE080掘下げ,土層図実

測,写真撮影。

1・ 31 補足調査続行, SB100の 基壇西縁を確認

する目的で,畦畔部分を拡張する。

2・ 1 雨天のため作業中止。

2・ 2～ 3 SB100の 西縁は,畦畔下に凝灰岩列

を検出して確認。しかし階段の痕跡は認られない。

SE085・ 130井戸枠以上げ,中 門発掘区補足調査。

2・ 4 雨天のため作業中止。

2・ 5 sE130の井戸粋取上げ,中 門発掘区写真

撮影。調査を終了する。

第 4次調査  1972年 2月 23日 ～ 3月 16日

2・ 23～26 機械力により盛土・表土を除去。

2・ 28～29 地区杭を設置。床土を除去する。

3。 1 雨天のため作業中止。

3・ 2 遺構検出開始,床上下にある黄裾色粘土

を除くと暗褐色土となり,こ の上面で遺構がみえ

る。発掘区北端で浅い溝 (SD192)を 検出。回廊

南雨落濤の可能性を考える。

3・ 3～ 4 発掘区中央部南寄りで,瓦の多量に

入 つた土壊群 (SK173～ 175)を検出。上層から二

彩陶器の破片が出土。南端で茶裾継質土の高まり

を検出した。南面築地の可能性が大きい。

3,6～ 7 築地及び回廊痕跡を追求するため北

と南で発掘区を拡張する。瓦溜 りの範囲を追求す

るため中央部でも発掘区を拡張する。

3・ 8 北拡張区で 2条の濤 (SD191・ 192)を 認

める。南拡張区では東西濤 (SD161)が明確にな

る。門の痕跡は認められない。

3,9 北拡張区の濤 (SD192)は 南へ折れまが

り直接回廊と関連しない。瓦溜 りの範囲を確認した。

3・ 10 遺構清掃・写真撮影。

3・ 11 補足調査,瓦溜 りを底部まで掘下げる。

瓦多数出土。土羨の時期判明。

3・ 13 補足調査。

3・ 14 遺構平面図。

3・ 15 遺構平面図,土層図実測。

3・ 16 土層図実測,調査終了。

第 5次調査  1973年 7月 2日 ～ 7月 19日

7・ 2～ 5 発掘区の整形,基準点の移動と地区

杭の設置,排水濤を発掘区周囲に設ける。

7・ 6～ 7 遺構検出開始,東南隅部は黄色地山

土面で検出する。灰色あるいは黒色土の入いる小

穴を検出。西南隅部では地山上の上に暗褐色上が

あり,こ の上面から濤が切込まれている。

7・ 9 遺構検出続行。土羨・濤・柱穴を検出す

るがまとまらない。遺構には黒灰色粘質上を埋土

とするものと黄握隆砂質土を埋土とするものがあ

り時期的な差が考えられる。

7・ 10～ 11 斜行濤 (SD205)に は暗褐色砂が入

いり,他の追構より古い様子である。 SE203を検

出。 3間 ×2間 と 3問 × 3間の 2棟の建物まとま

る。南端には大型の柱穴があり,南へつづ く。

7・ 12 3間 × 3間 の総柱建物と南端で検出した

建物 (SB200)と は柱穴重複を検討の結果 SB200

の方が新 しいことが判明。北端では東西方向の細

濤を5条検出 した。遺構検出終る。

7・ 13 遺構清掃・写真撮影。

7・ 14 実測準備。

7・ 16～ 18 遺構平面図・断面図実測。補足調査 ,

柱穴たち割 り,SE203掘下げ。

7引 9 柱穴・井戸など埋戻し,調査終了。

第 6次調査  197箭&7月 9日 ～ 7月 24日

7・ 9～ 10 床土除去作業,地区杭設置。

7・ 11 暗褐色土を掘下げ遺構検出開始,SK292
土壊 を検出。土器・瓦片が入いる黒色上が埋めて

いる。遺構検出面は砂層地山面である。

7・ 12 sE279検出。発掘区南端で土塁状の高ま

りを認める。

7・ 13～ 14 発掘区南端の高まりは濤を伴い築地

(SA160)の可能性が大きい。南半部分は小柱穴が

多いが建物としてはまとまりにくい。

3・ 16 発掘区】ヒ端において第 2次調査時に認め

たSB040の東半部分を検出する。

3・ 17 遺構清掃・写真撮影。

3・ 18～ 19 遺構平面図・土層図実測。

3・ 20 補足調査開始,SE279を 掘下げ。SB040

柱穴を西に追求する。発掘区西南隅で SE261を掘下

げ。南面築地部分を一部拡張する。

3・ 21 sE279写真撮影,築地南側の濤を検出。

3・ 23 補足調査部分の写真撮影・実測。

3・ 24 調査終了①主要遺構を理戻す。
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